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７２ 新鮮凍結血漿輸注時の血液交叉試験加算、間接クームス検査加算及び

不規則抗体加算の算定について 

 

《令和６年２月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

新鮮凍結血漿輸注時の血液交叉試験加算、間接クームス検査加算及び不規

則抗体加算の算定は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

血漿製剤は、赤血球、白血球、血小板など血球成分はほとんど除かれ、赤血

球膜に存在する血液型抗原（Ａ抗原、Ｂ抗原、Ｒｈ（Ｄ）抗原など）を含まず、

また、不規則抗体の出現も認めない。 

また、「輸血療法の実施に関する指針」（平成 17 年 9 月（令和 2 年 3 月一

部改正）厚生労働省医薬・生活衛生局血液対策課）によれば、「赤血球をほと

んど含まない（中略）新鮮凍結血漿の輸血に当たっては、交差適合試験は省略

してよい。ただし、原則としてＡＢＯ同型血を使用する」とされている。 

新鮮凍結血漿は出血・手術・血漿交換など大量投与以外では不規則抗体は出

現しにくいこと、新鮮凍結血漿製剤の不規則抗体スクリーニングは日赤血液

センターで施行済みであり、間接クームス検査や不規則抗体検査の省略は可

能と判断される。 

以上のことから、新鮮凍結血漿輸注時の血液交叉試験加算、間接クームス検

査加算及び不規則抗体加算の算定は、原則として認められないと判断した。 

 

  


